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道議会チラシA4表面（カラー）

　本年５月に、建設中の道議会新庁舎への喫煙室設置の要望が道議会
一部会派から出されました。各種世論調査での圧倒的反対にも関わらず、一向
に取り下げる様子が見られません。

　もし喫煙室が設置されたなら、
　①必ず受動喫煙が発生する
　②望まない受動喫煙をなくすために改正された健康増進法の趣旨に反する
　③道民の健康増進のための最優先課題である喫煙対策の推進を妨げる
　④設計変更や喫煙室維持のために道財政に無駄な支出を強いる
　⑤道民のため完全禁煙の手本を示すべき道議会の名誉と権威をおとし
　　めることになり、決して容認できません。

　全国で最も喫煙率の高い北海道こそ、官民挙げてしっかりと受動喫煙対
策を進める必要があります。道議会だけでなく道行政を担う道庁本庁舎の敷
地内もあわせて全面禁煙としてください。

北海道たばこ対策連絡協議会
構成団体：北海道医師会・北海道歯科医師会・北海道薬剤師会・北海道看護協会・
　　　　  日本禁煙推進医師歯科医師連盟北海道支部・日本禁煙学会北海道支部・
　　　　  非喫煙者を守る会・北海道公衆衛生協会・北海道対がん協会・北海道健康づくり財団

趣意書

北海道議会新庁舎並びに
北海道庁本庁舎敷地内の喫煙所設置に反対の方は

署名にご協力ください。

きれいな空気の流れに逆行する
喫煙室・喫煙所設置を
わたしたちは許さない

　2020年完成予定の道議会新庁舎と道庁本庁舎の敷

地内全面禁煙を求め、北海道医師会や北海道歯科医

師会等関係団体で構成する「北海道たばこ対策連絡

協議会」が実施した署名活動で集まった10万人を超

える署名を、12月12日（木）に道議会に提出いたし

ましたのでご報告申し上げます。

　長瀬会長は、「道民の健康を守る観点から道議会

に喫煙所を設置することは断固反対する。署名に込

められた多くの道民の意思を尊重して、賢明な判断

がなされることを強く要請する」と述べ、道議会の

村田議長が不在のため、高橋亨副議長に署名を手交

しました。高橋副議長は「10万人を超えるこれだけ

多くの人の署名があるということを各会派には重く

受け止めてもらい、早急に判断したい」と述べました。

　署名は、短期間にも関わらず103,324筆という大

変多くの方々から支持をいただきました。署名に

ご協力いただきました会員各位におかれましては、

種々ご高配を賜り、心より感謝申し上げます。

　当日は、当会長瀬会長をはじめ北海道歯科医師会

藤田会長・北海道薬剤師会竹内会長・北海道看護協

会上田会長とともに署名簿を提出いたしました。ま

た、札幌市医師会の松家会長も同席し、札幌市医師

会代議員会の決定事項であるとして、道議会新庁舎

における喫煙所設置の撤回と受動喫煙防止条例の早

期制定を求める要望書を手交しました。

　その後、各会長による記者会見を行い、改めて喫

煙所設置には絶対に反対であることを主張し、今後

も引き続き、敷地内全面禁煙が実現するまで、署名

活動等を行っていくと発言しました。道議会新庁舎

の喫煙所設置をめぐっては自民党会派が控え室に喫

煙所を設置することを決めており、禁煙を求める他

の会派との話し合いは、2019年の議会が12月12日で

終了いたしましたので、結論は2020年に持ち越され

る見通しです。今後の動きに注視してまいりますの

で、会員各位におかれましても引き続きご支援・ご

協力をお願い申し上げます。

北海道議会新庁舎並びに北海道庁本庁敷地内
全面禁煙を求め10万人の署名を提出しました！

地域保健部

記者会見の様子道議会・高橋副議長に署名を提出

署名のご協力
ありがとうございました！

喫煙所の設置が撤回されるまで署名
活動は継続しますので会員各位には
引き続きご協力をお願いします


